
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
戦
略
性
」
を
武
器
に
、
斬
新
な
活
動
を
展
開
す
る
日
本
の
代
表
的
Ｎ
Ｇ
ｑ

そ
の
活
動
は
同
時
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
巻
く
状
況
の
困
難
さ
を
も
浮
か
び
土
が
ら
せ
る
。

　
阪
神
大
震
災
を
機
に
大
き
な
庄
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
先
頃
起

こ
っ
た
日
本
海
重
油
流
出
事
故
の
際
に
も
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
社
会
に
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
定
着
す
る
兆
し
が
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿
と
し
て
の

Ｎ
Ｇ
ｏ
(
Ｎ
ｏ
ｎ

Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ

ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
．

z
a
t
i
o
n
＝
非
政
府
組
織
）
も
、
そ
の
役
割
が

見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
す
で
に
一
八
七
七
年
に
博
愛
社
（
現
在
の

日
本
赤
十
字
社
）
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
日

本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
そ
れ
な
り
の
歴
史
が
あ
る

が
、
頻
繁
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
転
機

は
、
七
〇
年
代
後
半
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
が

発
生
し
た
時
で
、
そ
の
後
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
誕
生
し
た
。

　
ハ
○
年
代
半
ば
の
ア
フ
リ
カ
飢
餓
の
際
に

も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
九

〇
年
代
に
入
る
と
湾
岸
戦
争
と
い
う
追
い
風

が
吹
い
た
。
「
汗
を
流
さ
な
い
国
際
貢
献
」

と
の
日
本
に
対
す
る
非
難
を
受
け
、
「
顔
の
見

え
る
援
助
」
を
行
な
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
期
待
が
集

ま
っ
た
の
だ
。
政
府
も
こ
う
し
た
流
れ
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
、
外
務
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
補
助
金
、

郵
政
省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
（
郵
便

貯
金
の
税
引
き
後
利
子
の
二
割
を
自
動
的
に

天
引
き
し
、
援
助
な
ど
に
役
立
て
る
制
度
）

な
ど
も
導
入
・
活
用
さ
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

は
勢
い
を
増
し
た
。

　
欧
米
に
比
べ
れ
ば
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取

り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
は
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
オ
イ
ス
カ
産
業
開
発
協
力
団
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
、
難
民

を
助
け
る
会
、
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ア
フ

リ
カ
教
育
基
金
の
会
な
ど
、
活
発
な
活
動
を

続
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
出
て
き
て
い
る
。
中
で
も
、

近
年
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
だ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
八
四
年
に
創
設
さ
れ
た
医

療
系
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
創
設
者
で
あ
る
内

科
医
の
菅
波
茂
氏
が
現
在
も
代
表
を
務
め
て

・
ぃ
る
。
そ
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
現
在
ま

で
に
三
十
七
カ
国
で
九
十
近
ぃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
手
掛
け
、
海
外
十
八
カ
国
に
支
部
を
有

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
会
員
数
も
二
千
人
を

超
え
、
医
師
全
員
は
約
七
百
人
、
う
ち
外
国

人
医
師
も
約
四
百
人
が
加
わ
っ
て
ぃ
る
。
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
は
多
国
籍
医
師
団
を
形

成
し
て
お
り
、
緊
急
人
道
援
助
へ
の
迅
速
な

対
応
を
図
る
一
方
、
草
の
根
の
地
道
な
開
発

援
助
も
続
け
て
い
る
。
最
近
で
は
、
阪
神
大

震
災
、
重
油
流
出
事
故
な
ど
、
国
内
の
緊
急

援
助
活
動
で
も
活
躍
し
た
。

　
ま
た
、
政
府
や
国
際
機
関
か
ら
宗
教
団
体

ま
で
、
国
籍
も
背
景
も
異
な
る
多
数
の
団
体

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
協
力
関
係
を
侍

つ
。
九
丑
年
に
は
、
日
本
の
医
療
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
初
め
て
国
連
経
済
社
会
理
事
会
登
録

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
格
を
取
得
（
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
付

与
さ
れ
る
S
p
e
c
i
a
IC
o
n
s
u
l
t
a
t
i
v
e

S
t
a
‐

t
u
s
。
日
本
で
は
他
に
五
団
体
が
保
持
。
オ
イ

ス
カ
は
丁
フ
ン
ク
上
Q

G
e
n
e
r
a
lC
o
n
‐

s
u
l
t
a
t
i
v
e

S
t
a
t
u
s
を
取
得
し
て
い
る
）
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
.

a
m
d
a
.
o
r
.
j
p
)
や
定
期

刊
行
物
な
ど
で
の
広
報
活
動
も
熱
心
だ
。
さ

ら
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
な
が
ら
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
大
学
」
の
設
立
を
提
唱
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

人
材
育
成
を
も
図
る
構
想
を
持
つ
。

　
だ
が
、
い
く
ら
組
織
の
概
要
を
書
き
連
ね

て
も
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
全
体
像
を
説
明
し
た
と

は
言
い
に
く
い
。
菅
波
代
表
自
ら
、
「
一
言
で

定
義
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
お
終
い
。
い

か
に
『
し
な
や
か
さ
』
を
維
持
出
来
る
か
が

勝
負
」
と
い
う
様
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
つ
の

堅
固
な
組
織
と
は
言
い
に
く
く
、
そ
れ
を
目

指
し
て
も
い
な
い
か
ら
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
理

解
す
る
に
は
、
そ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

「
戦
略
性
」
に
庄
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
、
従
来
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
異
な
る
、
斬
新
な

発
想
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

多
岐
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
Ｔ
几
九
五
年
五
月
二
十
七
日
午
後
十
時
す

ぎ
、
サ
ハ
リ
ン
で
大
地
震
発
生
、
マ
グ
ュ
チ

ュ
ー
ド
七
・
五
し
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
活
動
を

開
始
し
た
の
は
翌
二
十
八
日
正
午
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
う
ち
に
医
師
三
名
の
派
遣
を
決
定

ａ

ｉ

74j997Foissight A副/

－ = j i



㎜■●■ ･ ㎜ ■ Z . ･ 』 . ･ ･

｜

ｊ

「

ＡＭＤＡ本部は､菅波代表が経営する病院の一角にある

し
マ
ス
コ
ミ
に
通
知
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
（
日
本
緊
急

救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
そ
の

他
六
団
体
で
構
成
）
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
さ
せ
た
。
二
十
九
日
に
は
日
本
船

舶
振
興
会
（
日
本
財
団
）
と
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
に
加

わ
る
立
正
佼
威
令
が
資
金
を
拠
出
。
三
十
日

の
午
後
に
は
、
医
療
チ
ー
ム
が
正
式
な
ビ
ザ

を
侍
た
な
い
ま
ま
現
地
に
入
り
、
ュ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス
ク
中
央
病
院
を
拠
点
に
緊
急
医
療

活
動
を
開
始
し
た
。

　
六
月
二
日
に
は
、
チ
ャ
ー
ー
タ
ー
し
た
ア
エ

ロ
フ
ロ
ー
ト
機
が
援
助
物
資
を
積
ん
で
岡
山

空
港
を
離
陸
。
六
月
二
十
四
日
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し
て
、
七
十
ト
ン
の
援

助
物
資
を
積
ん
だ
船
を
川
崎
港
か
ら
送
り
だ

す
…
…
。

　
こ
の
よ
う
に
機
敏
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活

動
を
展
開
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
が
、
本
部
は
意

外
に
小
さ
い
。
岡
山
市
の
中
心
部
か
ら
車
で

十
数
分
、
辺
り
に
田
ん
ぼ
が
目
立
つ
郊
外
に

一
軒
の
個
人
病
院
が
立
つ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
本

部
は
、
こ
の
病
院
の
一
角
の
わ
ず
か
な
ス
ペ

ー
ス
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
病
院
を
経
営
す
る

の
は
、
代
表
の
菅
波
茂
氏
で
あ
る
。

　
Ｔ
几
四
六
年
に
広
島
で
生
ま
れ
た
苛
波
氏

は
、
岡
山
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
勤
務
医

を
経
て
ハ
ー
年
に
こ
こ
岡
山
で
開
業
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
創
設
し
た
原
点
は
、
「
学
生
時
代

に
放
浪
し
た
ア
ジ
ア
と
関
わ
っ
て
い
た
い
と

の
思
い
」
だ
が
、
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
七
九
年
に
難
民
救
済
の
た
め
に
渡
っ

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
体
験
だ
と
い
う
。

　
「
人
助
け
の
医
者
な
の
だ
か
ら
当
然
歓
迎
さ

れ
る
と
思
っ
た
の
に
、
行
っ
て
み
た
ら
現
地

の
情
報
も
人
脈
も
な
く
戸
惑
う
ば
か
り
。
援

助
を
全
う
す
る
に
ぱ
善
意
だ
け
で
は
足
り

ず
、
し
っ
か
り
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

と
痛
感
し
ま
し
た
」

　
そ
の
時
の
思
い
が
、
苛
波
氏
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
走
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
実
に
多
岐
に
わ
た
る

も
の
と
な
っ
た
。
海
外
に
つ
い
て
ぱ
、
海
外
支

部
や
地
域
事
務
所
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
他
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師

団
」
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師

団
」
、
三
十
二
カ
国
の
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
作
っ
た

「
緊
急
救
援
と
開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
、
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
緊
急
救
援
檜
啓
」
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
な
ど

が
あ
る
。
国
内
で
は
、
中
央
省
庁
や
自
治
体
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
で
作
る
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡

山
構
想
を
推
進
す
る
会
」
（
ト
ピ
ア
の
合
、

「
人
道
援
助
宗
教
者
委
員
会
」
、
日
本
医
師
会
、

全
日
本
病
院
協
会
と
作
る
「
地
域
防
災
民
間

緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
さ
ら
に
は
広
島

や
沖
縄
と
の
提
携
も
あ
る
。

　
資
金
の
調
達
先
も
多
様
だ
。
ま
ず
、
事
業

収
入
確
保
の
た
め
、
地
元
の
二
つ
の
金
融
機

関
の
協
力
を
取
り
付
け
た
。
中
国
銀
行
は
、

利
子
課
税
を
引
い
た
後
の
利
息
の
う
ち
二
〇

％
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
す
る
「
ち
ゆ
う
ぎ
ん

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定
期
預
金
」
を
開

設
。
ノ
ン
バ
ン
ク
の
全
日
信
販
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
カ
ー
ド
」
を
創
設
し
、
カ
ー
ド
利
用
額
の

〇
・
五
％
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
す
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
各
種
宗
教
団

体
や
日
本
財
団
な
ど
の
財
団
か
ら
の
寄
付
、

外
務
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
補
助
金
や
郵
政
省
の
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
な
ど
、
ま
さ
に
「
来
る

も
の
は
拒
ま
ず
」
、
「
く
れ
る
も
の
は
何
で
も

貰
う
」
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

「
無
節
操
さ
え
最
高
の
道
徳
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
さ
ら
に
注

目
す
べ
き
は
、
相
互
に
利
害
を
異
に
す
る
団

体
か
ら
も
、
平
然
と
協
力
関
係
を
取
り
付
け

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
昨
年
南
ア
フ
リ
カ
に
事
務
所
を

聞
い
た
時
に
ぱ
、
連
合
岡
山
、
部
落
解
放
同

盟
岡
山
県
連
の
協
力
を
仰
い
だ
。
と
こ
ろ
が
、

同
じ
く
昨
年
行
な
わ
れ
た
岡
山
知
事
選
の
際

に
は
、
連
合
な
ど
が
推
す
江
田
五
月
候
補
で

は
な
く
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
大
学
の
創
設
」
を
公

約
に
う
た
う
自
民
党
推
薦
の
石
井
正
弘
候
補

（
現
知
事
）
の
推
薦
人
に
、
菅
波
代
表
の
妻
が

名
を
連
ね
た
。
菅
波
氏
の
著
書
『
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
提
言
－
－
人
道
援
助
の
世
界
都
市
‐
―
－
Ｊ

（
山
陽
新
聞
社
刊
）
の
オ
ビ
に
は
橋
本
総
理
の

推
薦
文
が
躍
り
、
総
理
と
握
手
す
る
菅
波
氏

の
姿
が
あ
る
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
立
正
佼
成
金
と

は
協
力
関
係
を
待
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は

立
正
佼
成
金
と
は
対
立
す
る
は
ず
の
創
価
学

会
か
ら
も
資
金
協
力
を
仰
い
で
い
る
。

　
「
そ
こ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
強
み
で
す
ね
。
政
治

は
お
ろ
か
、
宗
教
も
タ
ブ
ー
視
せ
ず
、
む
し

ろ
積
極
的
に
協
力
関
係
を
作
っ
て
い
る
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
熟
心
な
黒
住
教
の
教
主

黒
住
宗
晴
氏
の
子
息
で
、
「
ト
ピ
ア
の
合
」
事

務
局
長
も
務
め
る
黒
住
宗
道
氏
は
そ
う
語

　
「
宗
教
団
体
が
呼
び
か
け
て
も
、
他
の
団
体

と
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
る
の
は
難
し
い
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
強
力
な

接
着
剤
な
ん
で
す
」
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菅
波
氏
も
、
冗
談
め
か
し
て
こ
ん
な
こ
と

を
言
う
。

　
「
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
『
違
い
は
財
産
』
。
人
道
援

助
に
お
い
て
は
、
無
原
則
、
無
思
想
、
場
合

に
よ
っ
て
は
無
節
操
さ
え
、
最
高
の
道
徳
に

な
る
ん
で
す
」

　
日
本
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｎ
Ｏ
Ｎ
を
「
反
政
府
」

と
解
釈
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
強
い
団
体

も
多
い
が
、
菅
波
氏
は
考
え
方
を
異
に
す
る
。

　
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ
は
、
国
境
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
と

い
う
意
味
で
す
。
Ｇ
Ｏ
＝
近
代
国
家
が
で
き

な
い
こ
と
を
や
る
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
例
え
ば
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
は
千
八
百
万
で
す

が
、
ク
ル
ド
族
は
イ
ラ
ク
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ

ン
な
ど
に
二
千
五
百
万
い
る
。
彼
ら
ぱ
国
境

線
の
せ
い
で
国
を
作
れ
ず
、
ど
こ
の
国
で
も

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
『
国

益
』
の
観
点
で
は
救
わ
れ
な
い
人
々
を
救
う

こ
と
こ
そ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
な
ん
で
す
」

人
道
援
助
の
「
植
民
地
革
命
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
と
っ
て
岡
山
は
、
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拠
点
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
戦
略
的

拠
点
」
で
も
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
「
岡
山
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と

並
ぶ
人
道
援
助
の
世
界
都
市
に
」
と
提
言
し

て
い
る
。
「
人
道
援
助
の
世
界
都
市
岡
山
構

想
」
と
は
、
医
療
・
福
祉
の
関
連
施
設
を
空

港
、
な
い
し
駅
周
辺
に
集
中
的
に
配
置
し
、

そ
の
波
及
効
果
を
県
下
に
広
げ
て
い
こ
う
と

い
う
計
画
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
国
際
大
学
、
災
害
救
助
セ
ン
タ
ー
、
国
連

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉

研
究
所
な
ど
を
誘
致
し
、
そ
こ
を
中
核
に
す

る
。
た
だ
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
が
国
連
援
助
機

関
の
集
積
地
な
ら
、
岡
山
は
民
間
援
助
機
関

の
集
積
地
を
目
指
す
。

　
こ
の
構
想
の
背
景
に
は
、
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
国

際
的
な
活
動
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

中
心
に
行
な
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
見
直
そ
う
と
い

う
世
界
的
な
流
れ
が
あ
る
。
九
三
年
末
、
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
に
よ
る
オ
ス
ロ
宣
言
で

も
、
「
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
」
が
う
た
わ
れ

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
築
き
あ
げ
て
き
た
国
際
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
殆
ど
が
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
連
携
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
規
模
の
小
さ
い
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、

い
か
ん
せ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
に
く

い
。
そ
こ
で
、
岡
山
が
イ
ュ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

発
揮
し
て
、
途
上
国
の
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
世
話

役
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
国
連
の
援
助
機

関
が
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
岡
山
を
必
要
と

し
、
ひ
い
て
は
世
界
が
岡
山
を
必
要
と
す
る

よ
う
に
な
る
。
「
地
域
お
こ
し
」
と
「
国
際
化
」

を
同
時
に
な
し
遂
げ
る
目
論
見
な
の
だ
。

　
こ
こ
に
は
、
欧
米
主
導
で
あ
る
人
道
援
助

の
世
界
に
「
植
民
地
革
命
」
を
起
こ
そ
う
と

い
う
菅
波
代
表
の
戦
略
が
あ
る
。

　
「
ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
も
、
ル
ワ
ン
ダ

難
民
が
問
題
化
し
た
折
、
在
京
の
ア
フ
リ
カ

外
交
団
と
話
し
あ
っ
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。
十
四
カ
国
が
す
ぐ
に
賛
同
し
て
く
れ

た
。
彼
ら
も
援
助
を
や
り
た
い
し
、
そ
の
能

力
も
あ
る
。
例
え
ば
熱
帯
病
の
治
療
な
ら
、

先
進
国
よ
り
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
医
者
の

方
が
は
る
か
に
適
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で

そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
動
く

と
欧
米
が
困
る
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」

　
援
助
の
世
界
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
規
制
」

が
あ
る
。
例
え
ば
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
管
理
・

調
整
を
行
な
う
の
ぱ
通
常
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
だ
が
、
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
一
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
一
分
野
一
つ

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
か
契
約
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
人
材

も
抱
え
込
ん
だ
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
圧
倒
的
に

有
利
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
た
、
国
連
経
済
社
仝
理
事
会
登
録
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
な
ら
な
い
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
で
の
発
言
権

が
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
資
格
が
付
与
さ
れ

る
の
は
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

当
然
、
小
国
が
乱
立
す
る
欧
州
が
最
も
資
格

を
得
や
す
く
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
は
難
し

い
。
そ
の
点
、
「
ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
」
、

「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」
は
、
地
域
の
事
情

に
通
じ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
活
用
を
図
る
の
み

な
ら
ず
、
従
来
の
被
援
助
国
の
不
満
を
も
す

く
い
上
げ
る
巧
み
な
構
想
と
い
え
ゐ
。

　
菅
波
氏
は
さ
ら
に
、
こ
ん
な
提
案
も
す
る
。

　
「
日
本
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
へ
の
拠
出
金
額
は
第

･ 』 1 1
! l

l

; ･ 1 1

j

l j

j

l

i l

二
位
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
受
け

る
の
は
殆
ど
が
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
も
し
、

日
本
が
ア
ジ
ア
を
本
当
に
重
視
し
て
い
く
の

な
ら
ば
、
今
拠
出
し
て
い
る
額
の
ご
〒
四
割

を
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
）
に
人
道
援
助
檜
啓
を
作
っ
て
、
そ
こ

に
流
し
込
ん
だ
ら
ど
う
か
。
実
際
、
欧
州
に

は
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
欧
州
人
道
援
助
局
）
と
い
う

組
織
が
あ
る
。
人
道
援
助
を
し
た
い
ア
ジ
ア

の
国
々
に
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
資
金
を
提
供

す
れ
ば
、
感
謝
も
さ
れ
る
し
、
友
達
も
沢
山

作
れ
る
は
ず
で
す
」

不
足
し
て
い
る
「
カ
ネ
と
人
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
対
し
て
は
、
「
医
師
と
い
う
専

門
集
団
で
あ
る
が
、
総
務
・
経
理
面
で
も
人

的
強
化
に
つ
と
め
て
お
り
、
現
在
、
日
本
最

強
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｉ
つ
と
言
え
る
」
（
外
務
省
民

間
援
助
支
援
室
長
・
五
月
女
光
弘
氏
）
、
「
と
に

か
く
迅
速
性
に
は
目
を
見
張
る
。
こ
ち
ら
が

急
か
さ
れ
る
く
ら
い
対
応
が
素
早
い
」
（
日
本

財
団
国
際
部
・
佐
藤
英
夫
氏
）
な
ど
、
好
意

的
に
見
る
意
見
が
多
い
が
、
言
う
ま
で
も
な

く
克
服
す
べ
き
課
題
は
数
多
い
。

　
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
お
金
の
問
題
だ
。
「
海

外
も
合
め
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
全
体
の
予
算
は
お
よ

そ
六
～
七
億
円
く
ら
い
」
（
財
務
担
当
の
成
渾

貴
子
氏
）
と
の
こ
と
だ
が
、
何
か
と
比
較
さ

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
境
な
き
医
師
団
」
は

お
よ
そ
百
億
円
で
、
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
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「
台
所
事
情
は
苦
し
い
で
す
ね
。
平
成
八
年

度
に
は
郵
政
省
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
を
約

千
百
万
円
、
外
務
省
の
補
助
金
を
約
七
千
万

円
頂
い
て
ま
す
が
、
国
家
予
算
の
編
成
は
単

年
度
で
す
か
ら
、
毎
年
確
実
に
ア
テ
に
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
事
業
収
入
と
寄
付
で
成

り
立
た
せ
、
補
助
金
に
は
あ
ま
り
頼
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
（
成
鐸
氏
）

　
台
所
事
情
が
苦
し
い
の
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
共
通
し
た
問
題

で
あ
る
。
「
難
民
を
助
け
る
会
」
副
会
長
を
務

め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
情
に
詳
し
い
吹
清
恵
正
氏

は
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
ま
ず
、
日
本
赤
十
字
社
と
共
同
募
全
会
と

い
う
、
伝
統
型
の
二
つ
の
組
織
に
お
金
が
集

｢年に２ヵ月は海外にいる｣という菅波代表

ま
り
過
ぎ
て
い
る
。
良
か
れ
悪
し
か
れ
、
こ

の
二
つ
に
日
本
人
の
浄
財
の
パ
イ
の
大
半
が

食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。
第
二
に
官
尊
民
卑
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
な
い
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
は

恵
ま
れ
過
ぎ
と
い
う
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
見
方

で
す
。
第
三
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
型
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。
赤
十
字
や
国
連

機
関
な
ど
の
本
部
に
送
金
す
る
だ
け
の
団
体

が
多
い
。
第
四
は
、
宗
数
団
体
依
存
型
が
強

い
こ
と
。
か
く
し
て
市
民
参
加
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

は
お
金
が
集
ま
り
に
く
い
の
で
す
」

　
第
一
の
問
題
が
金
な
ら
、
第
二
の
問
題
は

人
だ
ろ
う
。
内
戦
終
了
後
の
モ
ダ
ン
ピ
ー
ク

に
六
ヵ
月
滞
在
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
吉
田
修
医

師
は
、
自
身
の
体
験
を
振
り
返
っ
て
こ
う
述

べ
る
。

　
「
六
ヵ
月
と
い
う
と
長
い
と
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
現
地
政
府
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
と
契
約
す
る
だ
け
で
四
ヵ
月
も
掛
か
っ

て
い
る
。
そ
の
間
は
労
働
許
可
証
も
も
ら
え

ず
、
医
療
行
為
は
全
く
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
場
で
の
仕
事
の
内
容
ぱ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
八
割
、
医
療
二
割
く
ら
い
で
す
が
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
も
含
め
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
優
秀
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
少
な
い
。
欧
米
の
大

き
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
る
と
、
開
発
や
緊
急
援
助

の
学
位
を
侍
っ
た
優
秀
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
沢
山
い
て
、
医
者
は
患
者
を
見
る
だ
け
。

人
材
の
差
は
歴
然
と
し
て
ま
す
ね
」

　
医
局
シ
ス
テ
ム
も
問
題
だ
と
い
う
。

　
「
欧
米
で
は
人
道
援
助
へ
の
関
わ
り
は
プ
ラ

ス
に
評
価
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
医
者
が
過

剰
で
失
業
串
も
高
い
欧
米
で
は
、
よ
り
よ
い

地
位
を
目
指
す
医
者
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
日
本
の
医
者
は
、
結
果
的

に
『
医
局
に
迷
惑
を
か
け
る
』
の
で
、
マ
イ

ナ
ス
に
し
か
評
価
さ
れ
な
い
。
現
地
の
潜
在

期
間
も
短
く
、
大
し
た
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
帰
国
す
る
は
め
に
な
り
や
す
い
」

必
要
な
の
は
「
欲
と
道
連
れ
」

　
根
本
的
な
問
題
は
、
日
本
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

対
す
る
社
仝
的
認
知
が
浅
く
、
「
プ
ロ
の
仕

事
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ

る
。
当
然
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
活
保
障
」

な
ど
誰
も
考
え
ず
、
人
材
も
集
ま
り
に
く
い
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
殆
ど
は
個
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
負
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
え
ど
、
菅

波
代
表
が
い
な
く
な
っ
た
ら
存
続
は
困
難
か

も
知
れ
な
い
。

　
「
だ
か
ら
こ
そ
大
学
を
作
り
た
い
の
だ
」
と

菅
波
氏
は
い
う
。

　
「
大
学
が
出
来
れ
ば
人
材
は
自
然
と
集
ま
っ

て
く
る
し
、
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
運
営

の
プ
ロ
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
。
文
部

省
も
県
も
前
向
き
で
す
が
、
問
題
は
ス
ポ
ン

サ
ー
で
す
ね
。

　
た
だ
、
単
に
大
学
を
作
っ
て
も
不
十
分
な

こ
と
は
事
実
で
、
『
欲
と
道
連
れ
』
を
導
入
し

な
け
れ
ば
ダ
メ
。
例
え
ば
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ー
ぱ
、

援
助
物
資
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
事
実
上
の
標
準
）
を
作
っ
て
、
自
国
の
戦
略

の
中
に
人
道
援
助
を
組
み
込
み
、
あ
る
種
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
作
っ
て
い
る
。
生
き
甲

斐
を
感
じ
、
人
の
役
に
も
た
て
て
、
お
ま
け

に
自
分
も
食
っ
て
い
け
る
仕
組
み
を
日
本
の

中
に
も
作
ら
な
け
れ
ば
」

　
郵
政
省
の
集
計
に
よ
る
と
、
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
貯
金
の
口
座
数
は
年
々
増
え
て
お

り
、
「
平
成
九
年
一
月
末
現
在
で
、
郵
貯
約
九

千
七
百
万
口
座
の
う
ち
、
二
千
百
七
十
九
万

口
座
に
達
す
る
」
（
貯
金
局
総
務
課
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
貯
金
推
進
室
・
武
田
五
郎
課
長
補
佐
）

と
い
う
。
実
に
国
民
の
六
人
に
一
人
は
、
何

ら
か
の
形
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
貢
献
す
る
意

志
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ

そ
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
う
ま

く
生
か
せ
る
仕
組
み
作
り
は
、
必
要
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
躍
が
目
立
て
ば
目
立
つ
ほ

ど
、
逆
説
的
に
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
巻
く

環
境
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
「
国
際

貢
献
国
家
日
本
」
の
行
方
を
占
う
う
え
で
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
今
後
の
動
向
は
、
一
つ
の
試
金

石
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
誌
取
材
班

［
訂
正
］
九
七
年
第
二
号
本
欄
「
全
国
特
定
郵
便
局
長

会
」
の
記
事
中
に
、
「
郵
産
労
の
太
田
英
雄
副
執
行
委

員
長
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
「
中
央
執
行

委
員
長
」
の
誤
り
で
す
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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